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平
成
19
年
度
当
初
予
算
で
は
、
約
３

５
３
億
円
の
歳
入
の
う
ち
、
臨
時
財
政

対
策
債
約
11
億
円
、
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
金
約
９
億
円
の
合
計
約
20
億

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
財
政
の
健
全

化
に
向
け
て
は
、
こ
れ
ら
の
歳
入
に
依

存
し
な
い
財
政
構
造
へ
の
変
化
が
求
め

ら
れ
ま
す
。�

　
地
方
自
治
体
の
財
政
は
、
国
の
財
政

事
情
と
連
動
す
る
部
分
が
あ
り
不
確
定

な
要
素
が
多
く
あ
る
も
の
の
、
今
後
10

年
間
の
財
政
予
測
を
す
る
と
各
年
度
と

も
約
20
億
円
の
財
源
の
不
足
が
生
じ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
前
述
の
臨

時
財
政
対
策
債
と
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
入
金
の
合
計
約
20
億
円
と
符
合
し

ま
す
。
（
図
2
参
照
）�

今
後
の
財
政
状
況�

社
会
情
勢
の
変
化
と
対
応�

前
期
実
行
計
画
の�

位
置
付
け
と
計
画
期
間�
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前
期
実
行
計
画
は
、
第
５
次
入

間
市
総
合
振
興
計
画
の
前
期
基
本

計
画
と
並
行
し
、
部
門
別
計
画
と

の
連
携
の
も
と
に
実
効
性
の
あ
る

計
画
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。
計

画
の
期
間
は
平
成
20
〜
23
年
度
の

4
年
間
で
す
。�

　
な
お
、
後
期
の
実
行
計
画
は
、

前
期
の
進
捗
と
そ
の
時
点
の
財
政

状
況
を
見
極
め
、
後
期
目
標
の
設

定
と
共
に
23
年
度
に
策
定
す
る
予

定
で
す
。�

��

　
今
後
10
年
間
の
入
間
市
の
人
口

は
減
少
傾
向
で
は
あ
る
も
の
の
、

ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
で
推
移
す
る

も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
高
齢
化
は
今
後
も
着
実
に
進

み
、
い
わ
ゆ
る
超
高
齢
社
会
へ
の

移
行
は
明
ら
か
で
す
（
図
1
参

照
）
。
こ
の
た
め
、
生
産
年
齢
人

口
（
15
〜
64
歳
）
の
減
少
に
伴
う

市
税
収
入
の
減
少
に
対
し
、
高
齢

者
を
中
心
と
す
る
福
祉
・
介

護
・
医
療
に
関
わ
る
社
会
保
障
費

は
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。�

�������������

　
一
方
で
地
域
活
動
に
お
い
て

は
、
人
生
経
験
の
豊
か
な
人
た
ち

が
地
域
に
日
常
的
に
存
在
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
人
た

ち
と
の
協
力
体
制
の
確
立
と
と
も

に
地
域
課
題
を
住
民
自
ら
が
自
主

的
に
解
決
し
て
い
く
た
め
の
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
や
、
自
治
・
環
境
・

文
化
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
分
野
に
お

け
る
協
働
事
業
推
進
の
仕
組
み
が

必
要
で
す
。�

※1　部門別計画　　：高齢者保健福祉計画や次世代育成支援行動計画などの施策分野ごとに策定する計画のこと�
※2　超高齢社会　 　：総人口のうち65歳以上の人口が22％以上となること。7～14％を高齢化社会、14～21％を高齢社会という�
※3　臨時財政対策債：国が地方に交付すべき地方交付税の一部を地方が借り入れることとなった地方債�
※4　財政調整基金　：地方公共団体における年度間の財源の調整を図るための貯金に相当するもの�

図2  現行の行政サービスを継続した場合の財政予測�
　平成19年度当初予算を基準にして臨時財政対策債及び財政調�
整基金からの繰入金約20億円を見込まないで策定しています。�
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「
入
間
市
行
政
改
革
長
期
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
平
成
23
年
度
末
に
「
前
期
目
標
」
を
設
�

定
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の
た
め
の
行
動
計
画
と
し
て
「
入
間
市
行
政
改
�

革
長
期
プ
ラ
ン
・
前
期
実
行
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
�

入
間
市
行
政
改
革
長
期
プ
ラ
ン
と
は
？�

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
平
成
18
年
度
に

「
入
間
市
行
財
政
緊
急
改
革
プ
ラ
ン
」

を
、
さ
ら
に
19
年
度
に
同
プ
ラ
ン
「
パ

ー
ト
2
」
を
実
施
し
、
累
計
効
果
額
17

億
円
超
の
改
革
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
三
位
一
体
改
革
を
は
じ

め
と
す
る
国
の
構
造
改
革
の
影
響
や
、

少
子
高
齢
化
を
要
因
と
す
る
社
会
保
障

費
の
増
加
等
を
受
け
な
が
ら
も
、
今
後

も
安
定
し
た
財
政
運
営
を
継
続
す
る
た

め
に
は
、
引
き
続
き
行
政
改
革
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
そ
の
た
め
、
長
期
的
な
視
点
に
立

ち
、
今
後
の
行
政
改
革
推
進
の
た
め
の

基
本
方
針
等
を
定
め
た
の
が
、
「
入
間

市
行
政
改
革
長
期
プ
ラ
ン
」
で
す
。�

　
こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
平
成
28
年
度
ま

で
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
し
、
こ
の

う
ち
、
財
政
状
況
や
各
種
制
度
が
不
安

定
な
時
期
（
23
年
度
ま
で
）
を
前
期
、

そ
れ
ら
が
安
定
す
る
と
見
ら
れ
る
時
期

を
後
期
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。�

図1  入間市の人口推計�
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プランの基本方針�
１．財政の健全化に向けて、「歳入に見合った歳出」を基本に行財政運営を進めま
す。また、受益者負担の適正化等について一定の基準により見直しを進めます。�
２．組織・人事の見直しとして、社会情勢に柔軟に対応できる組織編成や人事給与
制度の改革を進めながら職員能力の向上に努めます。�
３．市民自治の推進に向けて、協働を推進する環境を整えると共に行政運営の透明
性の向上に努めます。�
４．改革を着実に推進するため、一定の基準の設定により行政サービスや提供体制
のあり方を検討し、あるべき方向性に向けた見直しを進めます。�
５．事務的な管理・運営的業務の効率化を進め、企画・政策的業務へのシフト等、
柔軟な運営を推進します。�
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こ
の
計
画
は
、
平
成
19
年
度
を
基

準
に
し
て
改
革
効
果
額
の
目
標
を
設

定
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
20
年
度
を
4

億
円
に
設
定
し
、
毎
年
2
億
円
ず
つ

積
み
上
げ
て
23
年
度
に
10
億
円
を
達

成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間
の
不
足
額
は
投
資
的
経

費
や
財
政
調
整
基
金
と
の
調
整
に
よ

り
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
各
年
度
の
改
革
目
標
達
成

の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
主
に
次
の
改
革
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

平
成
20
年
度

・
全
体
収
納
率
の
向
上

・
償
却
資
産
の
課
税
強
化

・
公
用
車
両
の
削
減
・
小
型
化

・
有
料
広
告
の
充
実

・
外
郭
団
体
の
自
立
化

・
ア
ミ
ー
ゴ
の
指
定
管
理
者
化

・
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
の
運
営
委
託
化

・
武
蔵
藤
沢
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理

事
務
所
の
本
庁
舎
移
転

・
や
ま
ゆ
り
荘
の
運
営
の
見
直
し

・
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
の
見
直
し

・
学
童
保
育
室
保
育
料
の
見
直
し

平
成
21
年
度

・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
委
託
化

・
下
水
道
特
別
会
計
繰
出
金
の
抑
制

・
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
宿
泊
負
担

金
の
見
直
し

・
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
目
的
外
使
用

料
の
見
直
し

・
公
共
施
設
の
全
面
見
直
し

・
滞
納
者
サ
ー
ビ
ス
制
限
の
実
施

・
審
議
会
の
見
直
し
（
公
民
館
審
議

会
を
統
合
）

・
学
校
給
食
食
数
減
に
伴
う
給
食
調

理
員
配
置
の
見
直
し

平
成
22
年
度

・
情
報
シ
ス
テ
ム
運
用
体
制
等
の
見

直
し

・
各
種
扶
助
費
の
市
単
独
分
の
見
直

し
（
各
種
医
療
費
、
民
間
保
育
所
　

運
営
委
託
等
）

・
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
見
直
し

・
武
蔵
中
学
校
給
食
の
セ
ン
タ
ー
化

・
移
動
図
書
館
運
営
体
制
の
見
直
し

・
受
益
者
負
担
の
見
直
し
（
免
除
の

見
直
し
含
む
）

・
公
有
財
産
の
有
効
活
用
（
旧
狭
山

警
察
署
跡
地
）

平
成
23
年
度

・
幼
稚
園
保
護
者
負
担
軽
減
対
策
補

助
の
見
直
し

・
扇
台
遺
物
整
理
事
務
所
の
移
転
・

売
却

・
補
助
金
制
度
の
見
直
し

・
Ｏ
Ａ
機
器
の
配
備
の
効
率
化

前
期
実
行
計
画
の
推
進

問
い
合
わ
せ

市
役
所
企
画
課

前期実行計画の推進イメージ�

　改革の推進において、∏毎年の目標　π中間の目標�
∫平成23年度決算時の目標を設定しました。�
�
∏毎年の目標　（　）は18年度決算値�
　①公債費負担比率　　15％以下（14.0％）�
　②基礎的財政収支　　黒字（黒字）�
　③市税現年度収納率　98％以上（98.06％）�
　④地方債発行額　　　新規の地方債を当該年度の元金�
　　　　　　　　　　　償還額未満とする（実施）�
��
π中間の目標�
　①平成22年度決算　　経常収支比率85％未満�
　　　　　　　　　　　（18年度決算89.6%）�
　②平成22年 4 月の正職員数　1,055人以下�
　　（17年の1,106人から51人減　19年 4 月現在1,065人）�
��
∫平成23年度決算時の目標　（　）は18年度決算値�
　①財政調整基金　　標準財政規模の10％を確保（8.58％）�
　②人件費比率　　　25％以下（24.5％）�
　③義務的経費比率　50％以下（51.4％）�
　④投資的経費比率　10％前後（9.6％）�

目標の指標�

　前期実行計画の最終年となる平成23年度の10億円の改
革目標を、歳入 2億円、歳出 8億円で設定しました。�
�
歳入（2億円）�
　①収納率の向上　　　　　　　　　　　　　約0.6億円�
　②使用料・手数料、交付金、適正課税　　　約0.5億円�
　③その他　　　　　　　　　　　　　　　　約0.9億円�
�
歳出（8億円）�
　①人件費等の見直し　　　　　　　　　　　約1.5億円�
　②扶助費等の見直し　　　　　　　　　　　約0.5億円�
　③繰出金の見直し　　　　　　　　　　　　約1.5億円�
　④物件費の見直し　　　　　　　　　　　　約1.0億円�
　⑤投資的経費の見直し　　　　　　　　　　約3.5億円�
　※人件費削減額は、これまでの削減額の上乗せ額となります。�

平成23年度の改革10億円の内訳�

18年度�

行財政緊�
急改革プ�
ラン�

7.7億円�

行財政緊急�
改革プラン�
パート2

4億円�

前期実行計画（4年）�

入間市行政改革長期プラン�

後期実行計画（5年）�

後期実行計画で具体化�5.3億円�

4億円�
6億円�

8億円�
10億円�

20億円�

19年度� 20年度�21年度�22年度�23年度�24年度�25年度�26年度�27年度�28年度�

●「入間市行政改革長期プラン・前期実行計画」の全編は、市役所企画課、市役所1階
市政情報コーナー、市公式ホームページでご覧いただけます。




